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原油について「日本全体として必要な量」は確保できている

⚫ 代替調達の進展の結果、備蓄放出量を押さえつつ、年を超えて、石油※の供給を確保できる目途がついている。

※原油は、5月は、現時点で約6割の代替調達が実現できる見込み。6月は、現時点で約7割以上の調達に目途がついた。
    引き続き、原油調達先の多角化に最大限取り組む。（補足：ナフサを含め、燃料油以外の用途にも供給を継続する前提）

⚫ このように、原油について「日本全体として必要な量」が確保できている。

4月調達分
代替調達約25%（日量59万バレル）

2025年実績（日量236万バレル）

5月調達分
代替調達約６割（日量約140万バレル）

※上記の代替調達量日量約140万バレルに加え、４月29日に
ホルムズ海峡を通過した原油タンカー分日量約7万バレルが到達予定。
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6月調達分
代替調達約７割以上（日量165万バレル以上）

注１：4月の実績値は製油所に到達した原油量の総量であり、各種統計との誤差が生じることがある。

注２：5月12日時点。原油タンカーの配船・運航状況等により、遅れが生じれば日本着が後ろ倒しになるため、月ごとの調達量には変動が生じ得る。

注３：上記表示以外の詳細な国名やルートについては、民間企業の契約に関する事柄であることに加え、安全対策上の理由から非公表としている。 1



ナフサ由来の化学製品の需給見通し

⚫ ナフサ由来の化学製品の供給についても、年を越えて継続できる見込み※であり、
「日本全体として必要な量」は確保できている。

⚫ ※①国内でのナフサの精製を継続していることに加え、②米国やアルジェリア、ペルーなど中東以外からのナフサの輸入の進展
に伴い、③ポリエチレンなどの川中の製品在庫の低減ペースが抑えられるため、年を越えて供給継続できる見込み。

国内精製

中東以外
の輸入

供給量

中東から
の輸入

12月4月

約110万kl/月相当※

④川中の製品調達

化学製品輸出減も想定

ナフサ
自動車

建設・土木

電機・電子

医薬品・医療
機器

一般消費財
※ポリ袋等

印刷・出版

ポリエチレン
塩化ビニル
界面活性剤 他

エチレン

プロピレン

ブタジエン

イソプレン

ベンゼン

トルエン

キシレン

ポリプロピレン
ポリアクリル
ポリウレタン 他

合成ゴム 他

ポリスチレン
ナイロン樹脂 他

溶剤 他

ポリエステル
PET 他

プラスチック製品

ゴム製品

電子部品
(半導体等)

塗料・接着剤

繊維製品

基礎化学品 川中製品

※各川中製品によって製品在庫の期間は異なるため、
各川中製品の供給状況を注視の上、製品調達等も検討。

約45万kl/月相当※

約120万kl/月相当※

※2024年の平均値

約280万kl/月
相当※

化学製品の供給見通し（中東以外の輸入加速） 川中の製品在庫

③川中の製品在庫の活用

②中東以外からの輸入を加速

①国内精製の継続による生産維持

5月
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「流通の目詰まり」と「供給の偏り」の発生を防止するための協力のお願い

⚫原油や石油製品について「日本全体として必要となる量」は確保できている一方、一部で生じている「供給の偏
り」や「流通の目詰まり」に対して、関係省庁に設置した情報提供窓口を通じてサプライチェーンの情報を集約し、
一つ一つ丁寧に解消してきている。

⚫日本全体の供給状況をサプライチェーンの関係者に共有するとともに、過剰な発注や各段階での供給制限を行
わないよう周知していただきたい。

石油化学
メーカー

原料
商社

接着剤
メーカー

卸
小売

接着材 製品メーカー
工務店、消費者 など

原料 接着材

一部の流通・需要側が、供給見通しが未定なことから、
実績を越えて過剰に発注。
⇒ 他の需要家への供給が減少し、「供給の偏り」が発生。

接着剤の主成分となる合成樹脂や
溶剤等及び製品は、平時と同水準
での供給は確保されている。

＜供給の偏りの事例：接着剤＞

過剰な発注 過剰な発注

⇒  前年同月同量を基本とした通常量の調達を行って頂くよう周知いただきたい

＜ 流通の目詰まりの事例：シンナー＞

石油化学メ
ーカー

原料
商社 シンナー

メーカー
卸小売

シンナー
製品メーカー

工務店
自動車整備消費者

など

原料

塗装事業者
シンナー

下流の需要家が必要量を確保できない

「流通の目詰まり」が発生

ナフサ由来の原料（トルエン・キシレン）について、
「4月末までは前年実績並に供給、5月の供給は未定」と
シンナーメーカーに伝達

各段階で供給制限が発生
（４月の出荷が半減）

供給制限 供給制限

⇒ 原料調達の課題を理由に供給制限せず、先ずは経産省に相談するよう周知いただきたい
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川中～川下の流通過程における「目詰まり対策」の強化

 一人親方等
（塗装、配管等の
請負含む）
【59万人※】

※全建総連加入者数

住宅建材・
設備メーカー

溶剤等
の資材
メー
カー ホーム

センター

建材商社
建材流通店

元売

潤滑油
メー
カー

特約店
・商社

自動車
整備工場・
バス・
トラック
事業者

商社

SS

商社

⚫ 「日本全体として量は足りている」が、川中から川下への流通過程において「目詰まり」が発生。

⚫ このため、取引先との交渉力が強くない小規模事業者が多い事業者について、地方整備局・運輸局・農政局が中心となって、各
地の事業者への供給実態を把握し、地方経産局と連携の上、目詰まり箇所の特定とその解消を図る。まずは、以下の事業者の実
態把握を進め、順次、対象を拡大。

①「工務店（一人親方等）」による「建設資材（塗料・シンナー・断熱材・塩ビ管・防水関係資材等）」の調達状況［地方整備
局］

②「自動車整備工場（バス・トラック等の運送会社を含む）」に対する「潤滑油・アドブルー」の供給状況［地方運輸局］

③「パン・菓子等販売店」に対する「包装資材」の供給状況［地方農政局］

地方整備局が実態把握

地方経産局と本省（経産省・国交省）が
連携し、目詰まり箇所を特定・解消

地方運輸局が
実態把握

地方経産局・運輸局が連携し、
目詰まり箇所を特定・解消

パン・菓子等販売店
【1.4万事業所】

フィルム
メーカー

原料
メー
カー

販売・印刷
会社

地方農政局が実態把握

地方経産局・農政局が連携し、
目詰まり箇所を特定・解消

建設資材（シンナー等）の流通過程 潤滑油の流通過程

パン・菓子等の包装資材の流通過程

【16万事業者】
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「燃料油等の供給に関する情報提供」の受付
フォーム

「石油由来の化学品・製品等の供給に関する
情報提供」の受付フォーム

https://mm-enquete-
cnt.meti.go.jp/form/pub/kanbo-
kaikei02/petrochemical01

中東情勢関連対策ワンストップポータル

⚫ 経済産業省HPのワンストップ・ポータルでは、石油に関する情報提供・対応、中小企業・小規模事業者向け

支援など、中東情勢を踏まえた経済産業省の取組をまとめてご覧いただけます。

① 燃料油・石油製品の調達でお困りの際には、関係省庁に設置された情報提供窓口に

情報（調達元、対象製品、今後の調達見込みなど）を寄せていただけますと幸いです。

② 資金繰り・価格転嫁などの経営に関してお困りの際には、中小企業・小規模事業者向け支援メニューを

ご覧ください。

燃料油・石油製品の情報提供窓口（経産省）

https://mm-enquete-
cnt.meti.go.jp/form/pub/kanbo-
kaikei02/gasoline01

トップ画面
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